
 

E-KIZUNA サミット取組方針 

 
地球温暖化対策が喫緊の課題である今日、有効な解決策である電気自動

車（EV）の普及については、国の内外を問わず、様々な取組が進められている

ところである。我々は EV の普及に取り組む自治体の首長として、EV の普及に

向けた課題と普及がもたらす低炭素社会の可能性について、真摯かつ前向き

に意見を交わした。 

我々は、EV の普及のため広域的な都市間ネットワークの構築を目指し、国

への提言等を含めて、連携協力して取り組む意思を共有した。 

 

我々は EV の普及に向けて、自治体間での情報の共有と、次の事項につい

て、地域の特性、地域の絆、地域の力を活かして可能な限り取り組むことを目

指す。 

 
1 地域における充電環境の整備 

各々の地域において、可能な限り持続可能な方法で、地域に応じた協働によ

って EV 用充電環境の整備を推進する。 

また、ユーザーが安心して EV に乗れるように、地域に設置されている充電設

備について、可能な限り情報を収集し発信する。 

 

2 地域における普及啓発 
各々の地域において、市民や地元企業等に EV の優れた特性を広く伝えるため、

EV に関する情報の発信や EV に直接触れる機会の創出に努める。 

 

3 地域における連携 
EV による地球温暖化対策を、地域における産業の振興や雇用の創出につなげ

るため、中小企業等について可能な限り育成や連携を検討する。 

また、これらについては、大学等の研究機関との連携や企業間連携による研

究・開発の可能性についても検討する。 
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